
2 月 26 日（土）に父母と学ぶ会の研修会を行う予定でしたが、去年同様に新型コロナウイルス感染

症予防のため開催は難しいと判断しました。去年、歯科保健活動が中止になってしまったので歯科

保健について講座の代わりとして研修だよりを発行します。新型コロナウイルス感染症予防で歯医

者へ行く機会が減ってしまっていませんか？正しい歯磨きで毎日歯をケアしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい歯磨きの仕方 

障害を持たれている方は、うまく歯ブラシを持てなかったり、歯磨きはできているよう

でも、汚れを取るための歯磨きに至らないことがあります。きちんと習慣化された歯磨き

は上手に褒めて、足りない部分は周りの支援が必要です。かかりつけ歯科医と相談し、本

人・支援者・専門家での指導とケアを複合させて予防することをお勧めします。 

① 毎食後歯磨きをしましょう。 

② 磨く順番を決めて、磨き残

しがないようにしましょう。 

③ 力を入れずに磨きましょう。 

④ 歯磨き前に水でよくすす

いで食べかすをとりましょう。 

⑤ 歯ブラシは歯の特徴に合った

持ちやすいものを選びましょう。 

⑥ 本人磨きレベルに合わせた

仕上げ磨きを行いましょう。 

口腔ケアには、歯ブラシによるブラッシングの他にもフロス（糸よう

じ）や歯間ブラシなどの補助具があります。その方のお口に合った清

掃方法や道具を歯科衛生士さんに教えてもらいましょう。 



 

 

 

虫歯を放置すると、歯痛におそわれるようになったり、口臭がひどくなったりします。しか

し、それだけではありません。虫歯をそのままにしておくと、病気の発症に繋がることもあるの

です。具体的にどのような病気になってしまうのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                         文責 佐藤 潤 

虫歯と病気、誤嚥との関係

“肺炎”は、虫歯が引き起こす意外な身体の不調として挙げられます。 正確には“誤嚥性肺

炎”と呼ばれるもので、文字通り誤嚥(食べ物や唾液を飲み込んだとき気道に入ってしまうこ

と)が原因で起こる肺炎を指します。 

虫歯のまま食べ物や唾液を体内に摂り入れ、誤嚥してしまうと、細菌が肺の中に入り込み、炎

症を起こします。特に、高齢者の方は嚥下能力(飲み込む力)が低く、こちらの症状を引き起こ

すことが多いため、注意しなければいけません。 

 

誤嚥性肺炎 

虫歯の放置によって発症する病気には、“副鼻腔炎”も挙げられます。 

鼻腔に隣接した骨内の空洞を“副鼻腔”といいますが、この内側を覆っている組織が炎症を起こ

すのが副鼻腔炎です。これは、虫歯の放置によって副鼻腔に細菌が入り込むことで発症します。

顔面痛や頭痛、鼻づまりや鼻水、圧迫感など、さまざまな症状が出るのが副鼻腔炎の特徴で、風

邪に似ているところも多いため、最初はなかなか気づかないかもしれません。ちなみに、副鼻腔

炎の場合、透明ではなく黄色く変色した鼻水が出るため、そこで判断できる可能性もあります。 

 

副鼻腔炎 

歯根嚢胞は、神経が死んでいる歯か、すでに神経を取った治療を行なっている歯にでき、生きて

いる歯には起こりません。歯の内部の神経が入っていた空間が汚れて細菌が繁殖し、根の先端か

ら押し出され、そこに膿が溜まっている状態を指します。症状が無いことも多く、知らぬ間に大

きくなってしまうこともあるのです。もし放置すれば、細菌の感染が広がり、我慢できないほど

の激しい痛みや腫れに見舞われることもあります。 

 

 

 

 

歯根嚢胞（しこんのうほう） 


